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「顧客中心主義」の徹底
SBIグループでは創業以来「顧客中心主義」を貫くことを徹底し、株式売買委託手
数料の価格破壊、好金利の預金商品の提供、業界最低水準の保険料の実現など、
革新的な技術を活用して価格競争力を持つ商品・サービスを提供することに加え、
お客さまのニーズに合わせた商品ラインナップの拡充等にも努めてきました。

「企業生態系」の形成とシナジーの徹底追求
SBIグループでは、「全体は部分の総和以上である」「全体には部分に見られない新
しい性質がある」という「複雑系の科学」の二大命題をもとに、単一の企業では成し
得ない相乗効果と相互進化による高い成長ポテンシャルを実現する経済共同体と
して、「企業生態系」を構築してきました。

革新的技術に対する徹底的な信奉
SBIグループは、革新的な技術開発が世界的に進展するフィンテック領域、とりわ
けAIやブロックチェーン分野における国内外の有望なベンチャー企業に「投資」し、
投資先企業の有する新技術等をグループ内金融サービス事業各社へ「導入」、そし
てそれらの技術を業界横断的に「拡散」するという3つのプロセスを通じ、成長を推
進しています。

近未来を予見した戦略の策定と遂行
SBIグループは、効率的なシナジーを生むとともに相互に一体感を強めるため、「全
体戦略」と「個別戦略」を策定し事業に取り組んでいます。全体戦略は、社会問題や
国家目標などに合致し、時代の変遷を見ながらグループを挙げて取り組むもので、
その全体戦略が効率的に各子会社に伝播され具体的な個別戦略となり、統一的な
目標を達成する動きとなります。

公益は私益に繋がる
「社会なくして企業なく、企業なくして社会なし」という考えのもと、「世のため人の
ため」となる「公益」に資する企業活動をしていけば、それは自社の利益にも繋がり
ます。社会の一員としてどんなに事業が成功しても「公益」が達成されなければ意味
がないとSBIグループでは考えています。

金融を核に金融を超える
金融業は情報産業そのものであり、財貨・サービスの動きと金融は表裏一体です。
だからこそSBIグループは総合金融グループとして金融事業を推進するとともに、
金融分野を超え、“Strategic Business Innovator（戦略的事業の革新者）”とし
て他の事業分野にも進出し、様々な生活局面において必要となる財・サービス・情
報を提供することができます。

●  日本の貿易収支と 
所得収支の逆転

資産合計
3月期9月期

社会動向
● 日本版金融ビッグバン 
● インターネット革命

事業構築の基本観 全体戦略の変遷

SBIグループは、2005年に日本の所得収支
が貿易収支を逆転したことを契機に、アジア
地域を中心とした潜在成長力の高い新興諸
国での投資体制の整備を加速させ、現地有
力パートナーと共同でファンドを設立し投資
を行ってきました。現在ではこのグローバル
投資体制を一層強固にするとともに、アジア
を中心に金融サービス事業の展開を推進し
ています。

日本のSBIから世界のSBIへ

SBIグループの変遷

戦略的な事業展開と時流を捉えた
グループ全体戦略によって持続的な成長を実現
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SBIグループは「事業構築の基本観」のもと、時代の変化を逸早く察知し、その変化に対応する
戦略を実行することで成長を遂げてきました。今後も「自己否定」「自己変革」「自己進化」という
プロセスを繰り返すことで、常に自己を変革し進化する企業であり続けます。

SBIグループ
の誕生

1999年4月にソフトバンク（株）（現 ソフトバ
ンクグループ（株））の金融子会社としてソフ
トバンク・ファイナンス（株）が設立されSBI

グループがスタート。更に1999年7月、ベン
チャーキャピタル事業を営むソフトバンク・
インベストメント（株）（現 SBIホールディン
グス）が設立されました。
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● リーマンショック ●  地方創生の推進
●  新型コロナウイルス 

感染症の拡大
●  ロシアによる 

ウクライナ侵攻

※1  2012年3月期以前の「資産合計」は日本会計基準の「総資産」の数値を記載
※2 2003年3月期は決算期の変更に伴い、6ヶ月決算

資産合計

22兆3,107億円

2023年3月期

国際会計基準（IFRS）
に変更

パリバショックを端緒に経済環境が悪化する中で、グループ規
模の拡大から収益性を重視する経営へ転換するべく、SBIグ
ループでは2011年3月期から事業の「選択と集中」を徹底して
きました。具体的には、金融サービス事業における3大コア事業
とのシナジーが弱いノンコア事業の売却や、シナジーをより発揮
しやすい形へのグループ内での組織再編などです。そこで創出
したキャッシュをはじめとするグループのリソースを、金融サー
ビス事業、アセットマネジメント事業、バイオ関連事業※に集中
的に投入することで、赤字事業の早期黒字化や黒字事業の更な
る利益拡大といったグループ全体の収益性強化を実現してきま
した。
※ 2023年3月期から金融サービス事業、資産運用事業、投資事業、暗号資産事

業、非金融事業の5事業セグメント体制へ移行

選択と集中

これまでSBIグループは、インターネット金融生態系を構築する
ことでグループの飛躍的成長を実現してきました。革新的な技
術の一つであるブロックチェーンを中核とする、デジタル金融生
態系への進化を目指し、SBIグループの金融サービスにおける
様々なフィンテックの導入とブロックチェーン・分散型台帳技術

（DLT）を用いたデジタルアセット関連事業を展開してきました。

フィンテックの発展と
ブロックチェーンの活用

SBIグループでは国家戦略である地方創生に貢献するべく、全
国各地の地域金融機関との提携を拡大してきました。それに
よって、地域金融機関に質的転換を促し、収益力強化とそれに
伴う企業価値向上を図る取り組みを進めています。今後は、「第
4のメガバンク構想」の具現化に向けてSBI新生銀行をコアとし
た広域地域プラットフォーマー化を目指します。  P.22

地方創生への貢献

社会の様々な領域においてデジタル化が加 

速度的に進展し、Web3の時代に突入しつ
つあります。「Web3」はブロックチェーンを
基盤とした、「分散」「トラストレス」を特徴と
する次世代のインターネットのあり方と言わ
れています。SBIグループはこのWeb3の時
代において、金融の領域を超えたデジタルス
ペース生態系への進化を目指しています。

デジタルスペース生態系の構築へ

 

● アベノミクス 
● フィンテックの台頭 
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